平成２１年５月１日

市内介護事業者　様

名古屋市健康福祉局介護指導課長

新型インフルエンザへの対応について

　

新型インフルエンザにつきましては、報道等でご存知のとおり、世界保健機関（ＷＨＯ）は平成２１年４月３０日に警戒レベルを「フェーズ４」から「フェーズ５」に引上げました。

また、国内におきましても、発生段階を「前段階」から「第一段階」に引き上げるなど、国内における罹患患者発生及び感染拡大が懸念されているところです。

こうしたことから、当職として、本日別添のとおり、特別養護老人ホーム施設長・養護老人ホーム施設長・ケアハウス施設長・地域密着型サービス事業所管理者あてに協力要請をしたところです。

市内の介護事業所につきましても、別添文書の趣旨にご理解をいただき適切にご対応くださいますようお願いいたします。

なお、配食サービス事業者及び高齢者自立支援訪問事業の事業者につきま

しては、別添通知３(3)のとおり、訪問する職員に対し、手洗い、マスクの着用を徹底するなど、感染予防を徹底した上で、業務を行っていただきますようお願いいたします。
平成２１年５月１日
特別養護老人ホーム施設長　様
養護老人ホーム施設長　様

ケアハウス施設長　様

地域密着型サービス事業所管理者　様

名古屋市健康福祉局介護指導課長

新型インフルエンザへの対応について

　新型インフルエンザにつきましては、報道等でご存知のとおり、世界保健機関（ＷＨＯ）は平成２１年４月３０日に警戒レベルを「フェーズ４」から「フェーズ５」に引上げました。

また、国内におきましても、発生段階を「前段階」から「第一段階」に引き上げるなど、国内における罹患患者発生及び感染拡大が懸念されているところです。

つきましては、下記にご留意いただき、適切な対応をいただきますようお願いいたします。

記

１　予防措置等の徹底
　・利用者及び職員に対し、予防対策（人ごみを避ける、うがい・手洗いの励行、マスクの着用等）を徹底するとともに、外来者に対しても予防対策を求めること。

・入所者でインフルエンザ様症状が出た場合は、最寄の保健所に相談し、

指示を仰ぐこと

・職員でインフルエンザ様症状が出た場合は、出勤を停止するとともに、
最寄の保健所に相談し、指示を仰ぐこと

・通所施設にあっては、利用者の健康状態の把握に努め、インフルエンザ

様症状がある場合は利用の自粛を要請する

２　正確な情報の収集及び周知

　　新型インフルエンザにかかる正確の情報収集に努めるとともに、利用者や職員に周知を図ること。

情報収集先　

・　名古屋市公式ウェブサイト（http://www.city.nagoya.jp/）

· 厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp）　等

３　愛知県内で患者が発生した場合の対応

(1) 入所施設

・面会者、委託事業者など外部からの施設への出入りを、可能な限り、必
　要最小限に制限すること

　　また、やむを得ず出入りさせる場合には、手洗い、マスクの着用をお
願いすること
・併設の短期入所施設については、休業が要請されます

（臨時の休業に対応するため、事前に利用者への連絡方法を再確認するとともに、利用者への周知を行っておいてください）
(2) 通所施設

・通所施設については、休業が要請されます

（臨時の休業に対応するため、事前に利用者への連絡方法を再確認するとともに、利用者への周知を行っておいてください）

　

(3) 訪問事業

・訪問する職員に対し、手洗い、マスクの着用を徹底するなど、感染予防
を徹底した上で、業務を継続すること

問い合わせ先

　名古屋市健康福祉局高齢福祉部介護指導課

　　企画係　担当：木村
　　電話　９７２－２５３７
別　添








